
1.当院では、病気を克服しようとしておられる患者さんの人権を尊重し、その経済的・社会
的地位、年齢、性別、疾病の種類などにかかわらず平等で最良の医療を提供します。

2.当院では、患者さんと一緒に病気を克服するために、患者さんが既に実施された診療の
内容と、これから行われようとする検査、及び治療の目的、方法、内容、危険性、治療の見
通し及び、これに代わる他の治療法について十分説明し、さらに患者さんの治療に対す
る希望もお聞きし、相互の理解を得た上で、医療を行います。

3.当院では、患者さんの希望があれば原則として、患者さん本人にカルテを開示いたしま
す。また、他の医療機関にかかり意見を求めるためや、他の医療機関に移られるときには
全ての情報をお渡しします。

４.当院では、患者さんのプライバシーを守るために、患者さんの承諾なく当院の医療従事
者以外の第三者に患者さんの情報を開示いたしません。

５.患者さんの権利には義務と責任が伴います。

以上を守り診療することを約束いたします。

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

『患者さんの権利を守るために』

土・日・休日および年末年始

市立砺波総合病院  広報誌

市立砺波総合病院
Tonami General Hospital

〒939-1395　富山県砺波市新富町1番61号
TEL 0763ｰ32ｰ3320（代表） FAX 0763ｰ33ｰ1487（総務課）
E-mail tgh-somu@city.tonami.lg.jp
ホームページ http://www.city.tonami.toyama.jp/tgh/
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院長伝言板院長伝言板 油断大敵！ 災害に備えましょう。
　9月4日に富山県に接近した大型台風21号。砺
波市では「災害警戒本部」が設置され、栴檀野地
区などに「避難情報・高齢者等避難開始」が発令
されました。富山県は雪害を除けば災害の少ない
ところと認識されている方も多いのではないで
しょうか？　しかし、油断は大敵です。今後、地
球温暖化が進むにつれて台風や豪雨はさらに極
端になると予測されています。庄川の堤防決壊や
越水もありうるのです。

　8月3日、当院において「患者さんのためのオアシスコンサート」を開催し、「合唱団となみ」に
よる心が安らぐコーラスを入院患者さんや市民の皆さんに楽しんでいただきました。コーラスで
は、「有楽町で逢いましょう」を皮切りに「涙そうそう」や「ふるさと」などおなじみの曲が披露
され、来場者は合唱団といっしょに楽しそうに口ずさんでいました

　8月3日、当院において「患者さんのためのオアシスコンサート」を開催し、「合唱団となみ」に
よる心が安らぐコーラスを入院患者さんや市民の皆さんに楽しんでいただきました。コーラスで
は、「有楽町で逢いましょう」を皮切りに「涙そうそう」や「ふるさと」などおなじみの曲が披露
され、来場者は合唱団といっしょに楽しそうに口ずさんでいました

１　患者さんの権利を尊重します
１　医療の安全を追求し　信頼される医療を提供します
１　医療・福祉・介護・保健分野との連携に努め
　　地域医療の推進に努めます
１　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします
１　健全な病院経営に努めます

　わたくしたちは、市立砺波総合病院の職員であること
を誇りとし、愛と奉仕の精神のもとに、病気で悩める人々
を癒すことに互いの心を結集し、この憲章を定めます。

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院
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D
M
A
T
が
や
っ
て
き
た
‼

特集

　平成30年7月豪雨による国内各地での土砂災害
や洪水被害のほとんどは、地形的に被害が起こり
うるところで発生したと言われています。しかし、
これまで大丈夫だったからといって油断してはい
けません。地域の防災ハザードマップは、お住まい
の市役所やホームページ
に掲載されていますの
で、危険性を知っておく
ことが大切です。
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D
M
A
T
と
は
「
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き
る

機
動
性
を
持
ち
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
」
と
定
義
さ
れ
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

「D
isaster M

edical A
ssistance T

eam

」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
D
M
A
T
（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）

D
M
A
T
が
や
っ
て
き
た
‼

D
M
A
T
が
や
っ
て
き
た
‼

が
ん
の
放
射
線
治
療

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
、
記
憶
に
新
し
い
大
阪
府
北
部
の
地
震
に
お
い

て
も
D
M
A
T
が
派
遣
さ
れ
災
害
対
応
を
行
っ
た

ほ
か
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
世
の
中
の
認
識
も
徐
々
に
高

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

　
D
M
A
T
は
ど
の
医
療
機
関
に
も
存
在
す
る

チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
が
指
定
す

る
災
害
拠
点
病
院
に
対
し
、
D
M
A
T
を
保
有
し

派
遣
体
制
に
あ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

富
山
県
に
お
い
て
は
当
院
を
含
め
た
8
施
設
の
医

療
機
関
が
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

平
成
30
年
8
月
末
で
計
22
チ
ー
ム
、
砺
波
総
合
病

院
と
し
て
は
3
チ
ー
ム
を
編
成
可
能
な
（
医
師
4

名
、
看
護
師
6
名
、
業
務
調
整
員
6
名
）
D
M
A
T

隊
員
が
所
属
し
て
お
り
、
院
内
の
災
害
対
応
体
制

の
整
備
、
病
院
訓
練
実
施
の
ほ
か
、
国
や
県
、
市
の

災
害
訓
練
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
個
々
の
技
能
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

院
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
病
院
と
の
連
携
の
も
と
、

訓
練
と
し
て
避
難
所
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
当
院
所
属
の
D
M
A
T
チ
ー
ム

は
医
療
救
護
班
と
し
て
南
阿
蘇
村
へ
派
遣
さ
れ
、

医
療
救
護
体
制
の
撤
収
に
目
途
を
つ
け
る
と
い
う

時
期
で
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
の
南
阿
蘇

村
は
熊
本
市
内
へ
繋
が
る
道
路
に
架
か
る
橋
が
崩

落
、
結
果
的
に
大
き
な
交
通
障
害
が
生
じ
〝
陸
の
孤

島
〞
と
化
し
て
い
た
た
め
、
地
元
の
平
常
時
の
医

療
体
制
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
調
整
が
大
変
難
し

か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
砺
波
医
療
圏
に
お
い
て
も
訓
練
で
想
定
す
る
よ

う
な
大
地
震
が
起
き
る
と
、
南
阿
蘇
と
同
じ
よ
う

な
状
況
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
当
院
が
自
力
の
み
で
病
院
機

能
を
継
続
さ
せ
、
多
数
傷
病
者
を
受
入
れ
、
入
院

患
者
さ
ん
の
命
を
守
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
D
M
A
T
の
支
援
が
必
要
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
院
は
砺
波
医
療
圏
唯
一
の
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
有
事
の
際
は
関
係
機
関
（
行
政
、
厚
生
セ
ン

●
D
M
A
T
っ
て
言
葉
を

　
　
　
　
　
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

●
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T
実
動
訓
練

　 

　（
平
成
30
年
10
月
13
日
実
施
）

●
熊
本
で
の
救
護
活
動
か
ら

　
　
　
　 

地
域
の
活
動
を
想
定
す
る
！

タ
ー
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
）
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
砺
波
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
を
守
る
責

務
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T

実
施
訓
練
が
砺
波
医
療
圏
の
災
害
医
療
対
応
能
力
の

向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
富
山
県
D
M
A
T
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
9
県
）

に
所
属
し
、
毎
年
9
県
が
持
回
り
で
大
規
模
な
実

動
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
富
山

県
が
主
催
し
「
砺
波
平
野
断
層
帯
東
部
を
震
源
と

す
る
M
7.0
の
地
震
が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定
で

実
際
に
予
測
さ
れ
る
人
的
被
害
、
物
的
被
害
を
基

に
D
M
A
T
と
し
て
「
ど
の
よ
う
な
災
害
対
応
が

熊本地震への支援に感謝するため くまモン来院。
後方列が砺波総合病院等の医療救護班

災害訓練の様子

集
中
治
療
・
災
害
医
療
部

D
is
a
s
te
r  M

e
d
ic
a
l  A

s
s
is
ta
n
c
e
  T
e
a
m

※
1

※

2

※
１ 

急
性
期
と
は
…
…
発
災
初
期
の
こ
と
。

※
２ 

亜
急
性
期
と
は
…
急
性
期
の
段
階
を
過
ぎ
て
現
状
が
安
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

は
じ
め
た
状
態
の
こ
と
。

必
要
に
な
る
か
!?
」
と
い
う
観
点
か
ら
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
各
医
療
圏
に
お
い
て
は
災

害
拠
点
病
院
が
中
心
と
な
り
訓
練
内
容
を
想
定
し
、

砺
波
医
療
圏
は
「
災
害
発
生
後
4
日
目
と
し
て

D
M
A
T
が
撤
収
し
、
医
療
救
護
体
制
へ
移
行
す

る
亜
急
性
期
の
時
期
を
想
定
し
た
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
全
国
か
ら
106
チ
ー
ム
総
勢
１
２
０
０
名

が
富
山
県
に
、
う
ち
12
チ
ー
ム
61
名
が
砺
波
医
療

圏
に
参
集
し
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
「
ト

リ
ア
ー
ジ
」
が
迅
速
的
確
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
当中部ブロックDMAT実施訓練の様子2

中部ブロックDMAT実施訓練の様子1
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30
年
10
月
13
日
実
施
）

●
熊
本
で
の
救
護
活
動
か
ら

　
　
　
　 

地
域
の
活
動
を
想
定
す
る
！

タ
ー
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
）
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
砺
波
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
を
守
る
責

務
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
D
M
A
T

実
施
訓
練
が
砺
波
医
療
圏
の
災
害
医
療
対
応
能
力
の

向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
富
山
県
D
M
A
T
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
9
県
）

に
所
属
し
、
毎
年
9
県
が
持
回
り
で
大
規
模
な
実

動
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
富
山

県
が
主
催
し
「
砺
波
平
野
断
層
帯
東
部
を
震
源
と

す
る
M
7.0
の
地
震
が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定
で

実
際
に
予
測
さ
れ
る
人
的
被
害
、
物
的
被
害
を
基

に
D
M
A
T
と
し
て
「
ど
の
よ
う
な
災
害
対
応
が

熊本地震への支援に感謝するため くまモン来院。
後方列が砺波総合病院等の医療救護班

災害訓練の様子

集
中
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害
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療
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※

2

※
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急
性
期
と
は
…
…
発
災
初
期
の
こ
と
。

※
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亜
急
性
期
と
は
…
急
性
期
の
段
階
を
過
ぎ
て
現
状
が
安
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

は
じ
め
た
状
態
の
こ
と
。

必
要
に
な
る
か
!?
」
と
い
う
観
点
か
ら
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
各
医
療
圏
に
お
い
て
は
災

害
拠
点
病
院
が
中
心
と
な
り
訓
練
内
容
を
想
定
し
、

砺
波
医
療
圏
は
「
災
害
発
生
後
4
日
目
と
し
て

D
M
A
T
が
撤
収
し
、
医
療
救
護
体
制
へ
移
行
す

る
亜
急
性
期
の
時
期
を
想
定
し
た
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
全
国
か
ら
106
チ
ー
ム
総
勢
１
２
０
０
名

が
富
山
県
に
、
う
ち
12
チ
ー
ム
61
名
が
砺
波
医
療

圏
に
参
集
し
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
「
ト

リ
ア
ー
ジ
」
が
迅
速
的
確
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
当中部ブロックDMAT実施訓練の様子2

中部ブロックDMAT実施訓練の様子1



部 門 紹 介

　医療安全は、医療の質にかかわる重要な課題であり、医療の基本となるものです。患者さんに安
全な医療を提供することは、医療機関・医療従事者にとって責務であり重要な課題です。職員一人
ひとりが医療安全の必要性・重要性を認識し、安全な医療を行えるよう医療安全管理室を設置し、
医療事故防止と安全管理推進の活動を組織横断的に行っています。
　医療安全管理室は、医療安全部長、医療安全管理者、セカンドマネージャー（医薬品・医療機器の
安全管理者）、サブマネージャー（各部門の所属長又は現場統括者）、作業部会で構成されています。
　作業部会は、巡回点検・教育研修・広報・マニュアル検討・医療機器管理・BLS※1の6グループ
に分かれ、年間を通じて活動しています。

医療安全管理室
を紹介します。

患者間違い防止のため、患者さんには「自ら」
お名前を名乗って頂くことや、服薬や注射を実
施する際に患者さんご自身による最終確認をし
ていただくなど、患者さんにも積極的に医療安
全にご協力をお願いいたします。

部門紹介

　医療情報管理室は、主に「情報の管理」、
「情報の点検」、「情報の活用」の役割を
担っている部門になります。

■ 情報の管理とは■ 情報の管理とは

　患者さんの治療情報を一元的に管理することです。
　当院は電子カルテを2005年から導入しており、14年目を迎えました。また、2014年から診療記録
電子保存システムが導入されたことで、紙で発生する医療記録や同意書などをスキャナで取り込むこ
とで、患者さんの治療情報を一元管理できるようになりました。院内のどこで診療を行っても、必要
時に必要な情報を確認できるようになり、診療がスムーズに行われるようになりました。
　電子カルテシステムを導入する前は、紙のカルテによる運用でした。紙は、劣化したり、紛失した
り、文字が薄くなるなどの保存性の面でのデメリットが多くありました。また、法的に診療記録の保
存は５年とされていることから、それ以前の治療がわからないなどというデメリットがありました。
今は、電子カルテになってからの治療の情報（経過、検査結果）があります。紙カルテの時代よりも
はるかに長い期間の治療情報をみることができ、通院歴のある方の診療に活かされています。

■ 情報の点検とは■ 情報の点検とは

　診療記録は、医療行為が正確に記録されて
いる必要があります。そのため、必要な記録が
記載されているか、書類が揃っているか点検を
行っています。

　現在は室長と診療情報管理士、事務補
助の14名で構成されています。医療情報
管理室の職員もチーム医療の一員とし
て、適切な診療を行えるよう支えていま
す。また、患者さんの大切な治療の情報
を収集、活用することで日本の医療が発
展するための役割を担っています。

医療情報管理室のご紹介医療情報管理室のご紹介
医療情報管理室　診療情報管理士　竹田　智代

患者さん一人ひとりのために
医 療 安 全 管 理 室 の 役 割

患者さんへのお願い

　医療安全の観点から各部門
を巡回し、医療安全管理マ
ニュアルの遵守状況を点検し
ています。

巡回点検部

　医療安全に関する全職員対
象の研修会及び職種に応じた
専門的な研修会を開催してい
ます。

　医療安全に関する職員への
啓発のため、広報紙を発刊し
ています。

　医療安全管理マニュアルの作
成及び見直しを行っています。

　医療機器の安全使用及び適
正運用について調査・検討を
行っています。

　院内での緊急事態に迅速に
対応できる体制整備として、
事例検証やBLS※1研修を行っ
ています。

※1 BLSとは一次救命処置の略称
　 （Basic Life Support）

教育研修部 広　報　部

マニュアル検討部 医療機器管理部 ＢＬＳ 部

■ 情報の活用とは■ 情報の活用とは

　日本では、医療の発展のためにさまざまな研
究が行われています。その研究のために必要な
情報を提出する業務があります。
　たとえば、「がん登録」があります。罹患数
の把握、検診事業の推進、がん治療把握と生存
率、患者さんの病院選択の方法としてなど、
様々ながん対策のために活用されます。

医療情報管理室の職員

5  Tonami General Hospital  Tonami General Hospital  4
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大
腸
・
肛
門
外
科 

部
長

太
田

　尚
宏

各 科 だ よ り各科だより

山
本
友
佳
子

砺
波
心
臓
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム 

理
学
療
法
士

　
　

心
臓
病
の
栄
養
教
室
の
ご
紹
介

心
臓
病
の
栄
養
教
室
の
ご
紹
介

はじめに

原　因

症　状

分　類

まとめ

治　療裂肛・肛門狭窄の
おはなし

裂肛・肛門狭窄の
おはなし

　おしりの悩みはさまざまです。多くの場合、誰
にも相談できず、自分でなんとかしようとしてい
るのではないでしょうか？時にはギリギリまで頑
張っていることもあるかと思います。どんな疾患
も早め早めの対応が肝要です。今回は、裂肛、い
わゆる切れ痔を中心にお話します。

　原因はいくつか考えられていますが、複数の要
因が混在していることも多く患者さんによってさ
まざまです。
・肛門上皮の損傷：硬い便や、下痢の排泄時に損
傷する
・肛門上皮の虚血：肛門後方の血の流れが少な
く、裂肛が好発しやすい
・肛門管圧の上昇：圧の上昇により血流が少なく
なり裂肛が生じやすい
・肛門腺の感染：肛門腺が感染することで裂肛が
誘発される

　出血は比較的少量です。排便の際に痛みを感じ
るのが一般的ですが排便後もしばらく続くことが
あります。また、慢性化してくると、傷の奥側
に、肛門ポリープ、出口側に見張りいぼを形成
し、違和感、脱出、掻痒感など生じることがあり
ます。さらに慢性化が続くと最初はすり傷程度だ
ったものが潰瘍を形成し、痔ろうや肛門狭窄とな
ることがあります。

　急性期と慢性期に分けられます。急性期であれ
ば、単純な浅く狭い機械的損傷ですが、慢性期に
なると、幅も広く、傷の深さも深くなり、さらに
は前述のポリープや
いぼを形成します。

　急性裂肛であれば、原因となる排便習慣を改善
し、薬剤などを用いる保存的治療が基本となりま
す。手術にいたるのはおよそ5～20％程度とされ
ています。

　保存的治療　まずは排便習慣、生活習慣の見直
しです。便意を感じたときに便をしないと、便が
硬くなってしまう。その結果、便の固い部分が肛
門上皮を傷つけることになります。排便時間は３
分以内。必要以上にいきまないことも大切です。
また、便秘の方は食物繊維をしっかりとって、十
分な水分を摂取することも大切です。毎日適度な
運動を心がけ、同じ姿勢をとり続けないようにし
ましょう。入浴でお尻を温めることも大切です。

　外科治療　基本的には慢性裂肛で、肛門狭窄を
伴う場合が対象となります。
１）肛門拡張術

メスは使わず、用手的に拡張する方法で、比
較的軽症の方に対して施行します。

２）側方内肛門括約筋切開術
狭くなった肛門括約筋の一部を切開すること
で肛門を広げる手術です。

３）肛門皮膚弁移植術
裂肛部やそれに伴う肛門ポリープ、見張りい
ぼを切除します。そのまま縫い合わせると、
切除した分だけ狭くなってしまうので、切除
した部分に近傍の皮膚を移動させて縫合する
方法です。

　いかがだったでしょうか？おしりの悩みは生活
に直結しているので、発症するとなかなかつらい
ものがあります。しかしながら場所が場所だけに
相談しにくく、ましてや誰かに見せることには抵
抗がある！そうやって我慢して、裂肛を繰り返す
と、排便時に痛みを恐れ、排便を控えてしまいま
す。結果として便が硬くなって、さらに切れて痛
むといったような悪循環に至り、慢性化してしま
います。さらに繰り返していくと慢性化が進み、
徐々に肛門が狭くなり、そうするとさらに排便に
難渋してしまう。そうなると手術しなくちゃいけ
なくなる。
　そうなる前に、ぜひ一度お気軽にご相談いただ
ければ幸いです。

　心
臓
病
と
聞
く
と
、〝
大
変
な
病
気
に

な
っ
た
〞〝
治
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
〞

と
不
安
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
心
臓
病
で
あ
っ
て
も
生

活
習
慣
を
正
し
、
適
度
な
運
動
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　数
あ
る
心
臓
病
の
中
で
も
一
番
多
い

病
状
は
〝
心
不
全
〞
で
す
。
そ
の
要
因

の
第
1
位
は
、〝
塩
分
・
水
分
管
理
の
不

徹
底
〞
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

で
の
減
塩
や
水
分
摂
取
の
仕
方
が
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当

院
の
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
心
臓
病
の
栄
養
教
室
は
、
毎
月
第

3
火
曜
日
の
11
時
か
ら
12
時
ま
で
、

健
康
セ
ン
タ
ー
3
階（
集
団
指
導
室
）

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
各

月
ご
と
に
異
な
り
、

①
自
分
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
計
算
の

　仕
方

②
ア
ル
コ
ー
ル
や
お
や
つ
の
選
び
方

③
家
庭
で
の
減
塩
の
仕
方

④
外
食
時
の
減
塩
の
仕
方

⑤
糖
尿
病
と
の
関
係

　な
ど

　
心
臓
病
を
悪
化
さ
せ
な
い

食
事
方
法
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
心
臓
病
が
悪
化
し

や
す
い
夏
や
冬
に
向
け
て
、
6

月
は
熱
中
症
予
防
の
話
、
12

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

の
食
事
の
摂
り
方
な
ど
、
テ
ー

マ
を
し
ぼ
り
お
話
し
て
い
ま

す
。
6
回
を
１
サ
イ
ク
ル
と

し
、
全
6
回
に
参
加
さ
れ
た
方

に
は
終
了
証
と
減
塩
に
関
す

る
粗
品
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
終
了
証
を
貰
わ
れ
て
も
、

何
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
水
分
の
取
り
方
や

計
算
、味
付
け
の
仕
方
が
分
か
っ
た
」「
薬

味
を
利
用
で
き
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

「
家
で
も
活
用
で
き
そ
う
」
な
ど
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
何
回
も
繰
り
返

し
参
加
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
教
室

で
は
、
質
問
を
受
け
る
時
間
を
設
け
、
ご

自
宅
で
の
素
朴
な
疑
問
に
も
お
答
え
し
て

い
ま
す
。
教
室
に
は
、
当
院
で
心
臓
病
の

診
断
が
つ
い
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
、
ご
家
族
も
一
緒
に
受
講

で
き
ま
す
。
な
お
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、参
加
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、

医
師
や
看
護
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

に
通
う
患
者
さ
ん
で
一
番
多
い
質
問
は
食

事
（
特
に
減
塩
）
に
関
す
る
こ
と
で
、「
入

院
中
に
管
理
栄
養
士
か
ら
受
け
た
栄
養
指

導
を
、
自
宅
で
い
ざ
実
践
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
も
上
手
く
で
き
ず
、
心
臓
病
が
悪

化
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
や
心
配

の
声
を
減
ら
す
た
め
に
、
砺
波
心
臓
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
循
環
器
内
科
医
、
看
護

師
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
臨
床

検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
薬
剤
師
）

が
一
丸
と
な
り
、
昨
年
10
月
か
ら
〝
み
ん

な
で
学
ぶ

　心
臓
病
の
栄
養
教
室
〞
を
開

講
い
た
し
ま
し
た
。

　
普
段
、
な
か
な
か
聞
け
な
い
管
理
栄
養

士
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
教
室
に
は
、
看
護
師
と
理
学
療
法
士

も
同
席
し
て
お
り
、
食
事
以
外
の
相
談
に

も
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

薬
の
こ
と
や
体
調
面
で
心
配
な
こ
と
、
運

動
に
関
す
る
質
問
に
も
お
答
え
し
て
い
ま

す
。

　
心
臓
病
は
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
け
る

病
気
で
す
。
皆
様
の
心
臓
病
や
健
康
管
理

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
砺
波
心
臓
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
活

動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
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サ
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ト
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法
士

　
　

心
臓
病
の
栄
養
教
室
の
ご
紹
介

心
臓
病
の
栄
養
教
室
の
ご
紹
介

はじめに

原　因

症　状

分　類

まとめ

治　療裂肛・肛門狭窄の
おはなし

裂肛・肛門狭窄の
おはなし

　おしりの悩みはさまざまです。多くの場合、誰
にも相談できず、自分でなんとかしようとしてい
るのではないでしょうか？時にはギリギリまで頑
張っていることもあるかと思います。どんな疾患
も早め早めの対応が肝要です。今回は、裂肛、い
わゆる切れ痔を中心にお話します。

　原因はいくつか考えられていますが、複数の要
因が混在していることも多く患者さんによってさ
まざまです。
・肛門上皮の損傷：硬い便や、下痢の排泄時に損
傷する
・肛門上皮の虚血：肛門後方の血の流れが少な
く、裂肛が好発しやすい
・肛門管圧の上昇：圧の上昇により血流が少なく
なり裂肛が生じやすい
・肛門腺の感染：肛門腺が感染することで裂肛が
誘発される

　出血は比較的少量です。排便の際に痛みを感じ
るのが一般的ですが排便後もしばらく続くことが
あります。また、慢性化してくると、傷の奥側
に、肛門ポリープ、出口側に見張りいぼを形成
し、違和感、脱出、掻痒感など生じることがあり
ます。さらに慢性化が続くと最初はすり傷程度だ
ったものが潰瘍を形成し、痔ろうや肛門狭窄とな
ることがあります。

　急性期と慢性期に分けられます。急性期であれ
ば、単純な浅く狭い機械的損傷ですが、慢性期に
なると、幅も広く、傷の深さも深くなり、さらに
は前述のポリープや
いぼを形成します。

　急性裂肛であれば、原因となる排便習慣を改善
し、薬剤などを用いる保存的治療が基本となりま
す。手術にいたるのはおよそ5～20％程度とされ
ています。

　保存的治療　まずは排便習慣、生活習慣の見直
しです。便意を感じたときに便をしないと、便が
硬くなってしまう。その結果、便の固い部分が肛
門上皮を傷つけることになります。排便時間は３
分以内。必要以上にいきまないことも大切です。
また、便秘の方は食物繊維をしっかりとって、十
分な水分を摂取することも大切です。毎日適度な
運動を心がけ、同じ姿勢をとり続けないようにし
ましょう。入浴でお尻を温めることも大切です。

　外科治療　基本的には慢性裂肛で、肛門狭窄を
伴う場合が対象となります。
１）肛門拡張術

メスは使わず、用手的に拡張する方法で、比
較的軽症の方に対して施行します。

２）側方内肛門括約筋切開術
狭くなった肛門括約筋の一部を切開すること
で肛門を広げる手術です。

３）肛門皮膚弁移植術
裂肛部やそれに伴う肛門ポリープ、見張りい
ぼを切除します。そのまま縫い合わせると、
切除した分だけ狭くなってしまうので、切除
した部分に近傍の皮膚を移動させて縫合する
方法です。

　いかがだったでしょうか？おしりの悩みは生活
に直結しているので、発症するとなかなかつらい
ものがあります。しかしながら場所が場所だけに
相談しにくく、ましてや誰かに見せることには抵
抗がある！そうやって我慢して、裂肛を繰り返す
と、排便時に痛みを恐れ、排便を控えてしまいま
す。結果として便が硬くなって、さらに切れて痛
むといったような悪循環に至り、慢性化してしま
います。さらに繰り返していくと慢性化が進み、
徐々に肛門が狭くなり、そうするとさらに排便に
難渋してしまう。そうなると手術しなくちゃいけ
なくなる。
　そうなる前に、ぜひ一度お気軽にご相談いただ
ければ幸いです。

　心
臓
病
と
聞
く
と
、〝
大
変
な
病
気
に

な
っ
た
〞〝
治
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
〞

と
不
安
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
心
臓
病
で
あ
っ
て
も
生

活
習
慣
を
正
し
、
適
度
な
運
動
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　数
あ
る
心
臓
病
の
中
で
も
一
番
多
い

病
状
は
〝
心
不
全
〞
で
す
。
そ
の
要
因

の
第
1
位
は
、〝
塩
分
・
水
分
管
理
の
不

徹
底
〞
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

で
の
減
塩
や
水
分
摂
取
の
仕
方
が
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当

院
の
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
心
臓
病
の
栄
養
教
室
は
、
毎
月
第

3
火
曜
日
の
11
時
か
ら
12
時
ま
で
、

健
康
セ
ン
タ
ー
3
階（
集
団
指
導
室
）

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
各

月
ご
と
に
異
な
り
、

①
自
分
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
計
算
の

　仕
方

②
ア
ル
コ
ー
ル
や
お
や
つ
の
選
び
方

③
家
庭
で
の
減
塩
の
仕
方

④
外
食
時
の
減
塩
の
仕
方

⑤
糖
尿
病
と
の
関
係
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ど

　
心
臓
病
を
悪
化
さ
せ
な
い

食
事
方
法
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
心
臓
病
が
悪
化
し

や
す
い
夏
や
冬
に
向
け
て
、
6

月
は
熱
中
症
予
防
の
話
、
12

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

の
食
事
の
摂
り
方
な
ど
、
テ
ー

マ
を
し
ぼ
り
お
話
し
て
い
ま

す
。
6
回
を
１
サ
イ
ク
ル
と

し
、
全
6
回
に
参
加
さ
れ
た
方

に
は
終
了
証
と
減
塩
に
関
す

る
粗
品
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
終
了
証
を
貰
わ
れ
て
も
、

何
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
水
分
の
取
り
方
や

計
算
、味
付
け
の
仕
方
が
分
か
っ
た
」「
薬

味
を
利
用
で
き
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

「
家
で
も
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用
で
き
そ
う
」
な
ど
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
何
回
も
繰
り
返

し
参
加
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
教
室

で
は
、
質
問
を
受
け
る
時
間
を
設
け
、
ご

自
宅
で
の
素
朴
な
疑
問
に
も
お
答
え
し
て

い
ま
す
。
教
室
に
は
、
当
院
で
心
臓
病
の

診
断
が
つ
い
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
、
ご
家
族
も
一
緒
に
受
講

で
き
ま
す
。
な
お
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、参
加
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、

医
師
や
看
護
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

に
通
う
患
者
さ
ん
で
一
番
多
い
質
問
は
食

事
（
特
に
減
塩
）
に
関
す
る
こ
と
で
、「
入

院
中
に
管
理
栄
養
士
か
ら
受
け
た
栄
養
指

導
を
、
自
宅
で
い
ざ
実
践
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
も
上
手
く
で
き
ず
、
心
臓
病
が
悪

化
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
や
心
配

の
声
を
減
ら
す
た
め
に
、
砺
波
心
臓
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
循
環
器
内
科
医
、
看
護

師
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
臨
床

検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
薬
剤
師
）

が
一
丸
と
な
り
、
昨
年
10
月
か
ら
〝
み
ん

な
で
学
ぶ

　心
臓
病
の
栄
養
教
室
〞
を
開

講
い
た
し
ま
し
た
。

　
普
段
、
な
か
な
か
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け
な
い
管
理
栄
養
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の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
教
室
に
は
、
看
護
師
と
理
学
療
法
士

も
同
席
し
て
お
り
、
食
事
以
外
の
相
談
に

も
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

薬
の
こ
と
や
体
調
面
で
心
配
な
こ
と
、
運

動
に
関
す
る
質
問
に
も
お
答
え
し
て
い
ま

す
。

　
心
臓
病
は
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
け
る

病
気
で
す
。
皆
様
の
心
臓
病
や
健
康
管
理

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
砺
波
心
臓
サ

ポ
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ト
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
活

動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
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ご
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く
だ
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1.当院では、病気を克服しようとしておられる患者さんの人権を尊重し、その経済的・社会
的地位、年齢、性別、疾病の種類などにかかわらず平等で最良の医療を提供します。

2.当院では、患者さんと一緒に病気を克服するために、患者さんが既に実施された診療の
内容と、これから行われようとする検査、及び治療の目的、方法、内容、危険性、治療の見
通し及び、これに代わる他の治療法について十分説明し、さらに患者さんの治療に対す
る希望もお聞きし、相互の理解を得た上で、医療を行います。

3.当院では、患者さんの希望があれば原則として、患者さん本人にカルテを開示いたしま
す。また、他の医療機関にかかり意見を求めるためや、他の医療機関に移られるときには
全ての情報をお渡しします。

４.当院では、患者さんのプライバシーを守るために、患者さんの承諾なく当院の医療従事
者以外の第三者に患者さんの情報を開示いたしません。

５.患者さんの権利には義務と責任が伴います。

以上を守り診療することを約束いたします。

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

『患者さんの権利を守るために』

土・日・休日および年末年始

市立砺波総合病院  広報誌

市立砺波総合病院
Tonami General Hospital

〒939-1395　富山県砺波市新富町1番61号
TEL 0763ｰ32ｰ3320（代表） FAX 0763ｰ33ｰ1487（総務課）
E-mail tgh-somu@city.tonami.lg.jp
ホームページ http://www.city.tonami.toyama.jp/tgh/
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2018.11
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し
す

2
0
1
8
・
秋
号

院長伝言板院長伝言板 油断大敵！ 災害に備えましょう。
　9月4日に富山県に接近した大型台風21号。砺
波市では「災害警戒本部」が設置され、栴檀野地
区などに「避難情報・高齢者等避難開始」が発令
されました。富山県は雪害を除けば災害の少ない
ところと認識されている方も多いのではないで
しょうか？　しかし、油断は大敵です。今後、地
球温暖化が進むにつれて台風や豪雨はさらに極
端になると予測されています。庄川の堤防決壊や
越水もありうるのです。

　8月3日、当院において「患者さんのためのオアシスコンサート」を開催し、「合唱団となみ」に
よる心が安らぐコーラスを入院患者さんや市民の皆さんに楽しんでいただきました。コーラスで
は、「有楽町で逢いましょう」を皮切りに「涙そうそう」や「ふるさと」などおなじみの曲が披露
され、来場者は合唱団といっしょに楽しそうに口ずさんでいました

　8月3日、当院において「患者さんのためのオアシスコンサート」を開催し、「合唱団となみ」に
よる心が安らぐコーラスを入院患者さんや市民の皆さんに楽しんでいただきました。コーラスで
は、「有楽町で逢いましょう」を皮切りに「涙そうそう」や「ふるさと」などおなじみの曲が披露
され、来場者は合唱団といっしょに楽しそうに口ずさんでいました

１　患者さんの権利を尊重します
１　医療の安全を追求し　信頼される医療を提供します
１　医療・福祉・介護・保健分野との連携に努め
　　地域医療の推進に努めます
１　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします
１　健全な病院経営に努めます

　わたくしたちは、市立砺波総合病院の職員であること
を誇りとし、愛と奉仕の精神のもとに、病気で悩める人々
を癒すことに互いの心を結集し、この憲章を定めます。

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院
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特集

　平成30年7月豪雨による国内各地での土砂災害
や洪水被害のほとんどは、地形的に被害が起こり
うるところで発生したと言われています。しかし、
これまで大丈夫だったからといって油断してはい
けません。地域の防災ハザードマップは、お住まい
の市役所やホームページ
に掲載されていますの
で、危険性を知っておく
ことが大切です。
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